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8 トル コの 日本研究
セルチュク ・エセ ンベル(ボ スポラス大 学)
チェコスロバ キアと比較 して トルコの日本研究はわずかですか ら、私の話 も短 くなると思
います。ブラッカー先生 は昨日東洋 と西洋の区別はボスポラス海のどこかで はじまる、そし
てそこか らはイマジナティ ・ジオグラフィだと言いましたが、私 はそのイマジナティの国境
の人間ですから、何 とかして一つのそういう場所か ら日本観、日本研究の状況 はどういうふ
うに見えるかということを、ち ょっと申したいと思います。
日本研究 は、 トルコでは若い。ただ、日本に関しての関心は古いというふ うに言っていい
でしょう。一応 日本研究について話す前 に、 どうして トルコではこんなに古い日本への関心
と、日本に対 しての親日の気持ちが歴史的にあるのか ということをちょっと説明したい と思
います。その雰囲気は、 これか らの日本研究の将来にも影響すると思います。
トルコ人が 日本のことを一応気にしたのは近代以降です。日本の近代化が明治時代 に始 ま
った ときには、 トルコ人 もはじめて、ああ日本 とい う国があ りますね というふ うに意識 し
て、ジャポン・ジャポンというふ うにオッ トマンの詩人がよく書 きました。エキゾティック
な国で、遠いところの島国で、サムライ という人達が生 きているというふうに言われていま
した。そういう話の関係で、ち ょっとだけ日本についてのイメージがありました。 日本 は大
事な国なので、 日本 のことをち ょっと勉強 しましょうという気持ちになったのは、近代化 と
の関係だ と思います。
オットマン ・トルコ人の帝国の人達が近代化の歩みを18世紀の終わ りにはじめたと言われ
ている。しか し、オッ トマン ・トルコ人 にとっては、やっぱ り近代化 ということはいつもヨ
ーロッパ向けですね。ヨーロッパを見て、そこから何 とかいろんなことを輸入して、それで
オ ットマン帝国を強 くしよう、救お うとい うことですね。そういう目的でしたが、20世 紀に
なって くると、明治維新の後ですね、そろそろオットマンの人達 も日本のことを見て、ああ
やっぱりヨーロッパだけじゃない、 日本 も近代化の例 としてちょっと勉強すべ き状況ではな
いかというふ うに考 えはじめたのです。
例えば、19世 紀の終わ りになると、その時期の有名な、割合 に保守的で、しか し近代化を
も信 じた有名なスルタンですが、アブデュルハ ミド(Abd?hamid)二 世が、今 までのヨー
ロッパ向けの近代化 をやめるんじゃないけれ ども、それをちょっ と残 して日本の例 も見 まし
ょうというふ うに考え、 日本 に関しての詳細なリポー トを命令 したのです。
リポー トが準備 されたのは19世紀の終わ りごろで、 このリポー トを読んでからはアブデュ
ルハ ミドニ世 は自分 の日記に、日本に関 してのいろいろな考 えを詳 しく書いています。明治
天皇 と自分のことを比較 した り、オ ットマンの状況 と日本の状況 とを比較 した りしました。
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私たちは日本人から何を習えばいいでしょうか と。やっぱりスルタン自身 は日本語 は知 らな
かったのですが、最初の日本語学者かな というふ うに考えることもで きます。少な くとも彼
は トルコの日本研究のファース ト・ステップを築いた と言っていいか も知れないですね。
その時期 のオッ トマンの資料を見たら、特に日本の近代化 に関するコメン トが多いんで
す。オッ トマンのエ リー トの人達は、貿易関係 とか、政治的な関係 とか、特に条約問題 で
は、日本人 は何 をしているか、我々も困っているから日本人 と一緒 に交渉 して、何 とか して
ヨーロッパ との条約から逃げることがで きるんじゃないかとか、独立 しましょうとか、そう
いう問題意識 は深 く議論 されたと言うことができると思います。
これは第1の 時期で、第2の 時期 はもちろん有名な日露戦争。有名な というのは、私たち
のボスポラス海峡から見た ら有名ですよ。中近東 に来たら、日露戦争の影響が深い。 日露戦
争が、アジア全体 も同じと思いますが、特に中近東で は、はじめてアジア人の独立の一つの
ステップだと考えられているのじゃないか と思います。 日本人にアジアの伝統的な敵 と思わ
れるロシアが負けたということは安心だ。 トルコ人にとっては特にプラグマティックな意味
で 厂ああもう10年戦争 しなくていい。日本人にロシアは負けたから、我々 もちょっと休んで
いいん じゃないか」。ロシア帝国 との戦争が18世 紀か ら続いているでしょう。10年 に1度 は
戦争、今度 は日本人が勝 ったから、私たちはちょっと楽 にしたらいいんじゃないか という気
持ちで、 トルコ人 は心か ら日露戦争のことをおめでたいことだと感 じました。これ は本当に
深い意味 を持っていると思、うんです。
トルコ人 はイスラム教の人で、 もちろん生 まれる息子 にはアフマ ドとかマホメッドとかア
リとか、 そういうイスラムの名前をつけるのが当然ですけれ ども、その時期生まれた長男に
は、 トウゴウやノギと言 う名前が多いのです。アフマ ド・トウゴウさん、マホメッド・ノギ
さん、そういう日本の有名な大将の名前 をつけるのが伝統になったことは、本当に魅力的だ
と思います。クリスチャンネームみたいにモスリムネーム を捨てて、そのかわ りに日本語の
名前をつけるのは大変珍 しいと思います。今で もトルコに来たら、年上の方で、 ミスター ト
ウゴウとか、そういうふ うな トルコ人に1人 か2人 ぐらい会 えるか もしれません。
その意味では1人 、2人 のエ リー トの人 じゃな くて、社会 として 日露戦争の影響 は深 く
て、やっぱり日本に関 しての トルコ人のイメージはそこで決 まったと思います。そこである
意味では凍結 されて、そこからは20世紀の日本観、 トルコ人 の日本観が大体 日露戦争時期の
日本観 と言えると思います。
その時期を見たら、残念なが らトルコの国はいつ も戦争中で、あんまり教育のことを進め
るお金 もないし、時間 もないし、人材 もなかったので、大学自体 もあるかないか というぐら
いですが、 日本学科は全然なかったです。や はり教育の水準 としては、あまり言うことはな
いと思い ますが、イスタンブールやエジプ トのカイロで出版 されている雑誌 とか新聞 とかを
見たら、1910年 代 には、いつ も日本 は第1ペ ージで、日本 に関 してのニ ュース、 日本 の文
化、 日本 の女性、日本の子供、 日本のファッションが取 り扱われているのです。今イスタン
ブールの図書館の新聞を見たら、アラブ語で書いてある新聞 も、 トルコ語で書いてある新聞
で もよくそういう記事 を読むことが出来ます。
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例 えば、その時期 の雰囲気をあらわすそういう資料の例 として は、イランのテヘランで
は、ある詩人が 「ミカ ドナーメ」(Mikadoname)を 書 きました。ナーメは有名な中近東の
古い習慣なんですけれ ども、王様 に関する伝説的な詩ですね。王様をほめる。シャフナーメ
(Shahname)と いう昔からの古典文学の一つの形式ですが、 ミカ ドナーメも明治天皇に対
するシャフナーメのバ リエーションの一・つだと言っていいと思います。 トルコ語で書かれた
本 は、戦前のチェコスロバキアとち ょっと似ていると思いますが、大体その時期はフランス
語からの翻訳 とか、英語からの翻訳 とか、本当にオリジナルな本があまりなかったと言える
と思いますが、例外的に1つ か2つ の研究がその時期 も完成 されて、今でも日本研究のため
には学問的な価値 を持っていると思います。
1つ は、 日露戦争 に自分 もオブザーバー として参加 した、ずっとはじめから最後 まで日本
の海軍 と一緒にあっちこっちに行 って、写真を撮った り日記 を書いたオットマンの海軍の大
将、ペルテイブ ・パシャ(PertevPasha、 後 ほどのデミルハ ン:Demirhan)と いう軍人 の
書いた、10冊 ぐらいの日露戦争日記です。 これ は学問的にも大事な資料だと思うのです。ペ
ルティブ大将がずっと日本の海軍に参加 して、後で、東京に帰って、 日本 にもちょっと住 ん
でいて、 トルコに帰国してから、日記を書いて、後で日本に関していろいろな本を書いた方
なんです。
2番 目の、その時期に書かれた面白そうな本 は、本人は軍人 じゃないけれども、アブ ドゥ
レシッド・イブラヒム(Abd?residIbrahim)と レ)う、ちょっ と面白い人物です。 この人 は
ロシアのシベ リア生まれで、後でロシアのイスラムの学校で教育を受けて、イスタンブール
に来て、イスタンブールで勉強して、オッ トマンの国籍をもらいました。 この人はもともと
はタタール人ですけれ ども、オッ トマン ・トルコの国籍をもらった後 は、いろいろその時期
のものす ごく強力な運動であるパン トルコイス ト(PanTurkist)と か,パ ンイスラミス ト
(PanIslamist)と か、その時期 の有名な政治的な運動ですけれ ども、そこに割合 にアクテ
ティブなメンバー として参加 して、重要な人物になったのです。
この人 は、インテリで、新聞記者で、イスラムの学者ですね。有名になったのはイスラム
の研究、イスラムの学問、ほかの意味で政治家でもあり、そうい う複雑な人物で、 この人 は
1908年 に日本 に来て2年 滞在 した後 トルコに帰って、それで日記を書いたのです。 この日記
は、ほかの旅行 もありますから旅行物語 とも言 えるけれ ども日本の部分が大部分で、2冊 の
本で、結構オリジナルで、その時期 よく日本に来たチェンバ レンとか、ラフカディオ ・ハー
ンと比較 できる。ヨーロッパ人のビジターの見方じゃな くて、 トル コのイスラムの見方から
の日本ですね。同じ時期のヨーロッパ人の書いた物 と比較するのは大変面 白いです。
彼の解釈 しているのは、逆の日本ですね。同じ時期に.この人たちがいたということが信 じ
られない くらいに同じものを見ているんですけれども、イブラヒムの言っていることと西洋
人の言っていることが矛盾しているみたいなところが面白い。思想史研究 には役に立っ興味
深い資料 になると思います。
その時期の トルコ人の個人の図書 を見たら、必ず日本関係の本があるんです。割合 自分が
進歩的であれば、 もちろんフランス語 を学んでそれでフランス革命 を勉強 して、ヨーロッパ
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史 を知 らなければならない。また日本のことも勉強しなければならない。そうじゃない と、
自分がプログレッシブな、進歩的人物 じゃないというふ うなことです。それでまた面 白い点
は、 これは政治的な見方と関係がありませんね。例 えぼ、革命軍 として活動 した青年 トルコ
人 も、日本に関しての本 を読んだり、日本を勉強した りということですから、対立 している
政治的立場の違いはあっても、日本に関してのインタレス トは同じですね。日本を近代化の
例 として、 日本 に関す るものを読 まな くちゃならない という気持ちは強いと言えると思いま
す。
その時代は、大体 こういうふうになって、第一次大戦 と第二次大戦頃には日本が トルコの
社会からちょっ と離れていると思いますが、日本がもう一度 トルコ人の考 え方で大事 になっ
たのは、ずっと後、60年 代です。60年 代 には、特 に経済学者が進 めたいと思っている比較研
究、比較経済的な近代化ですね。英語で言えばモダニゼーションの思想から見て、 日本 とト
ルコの研究、アメ リカでは有名なその時期 の代表的な ものとして、ウォー ドとロス トウ編の
『日本 と.トルコの政治的近代化』(PoliticalModernizationinJapanandTurkey,ed.,by
RobertWardandDaukwartRustow,1964)が出版 される時期 は、実は トルコで もトルコ人
の学者が同 じテーマのい くつかの本を出版 して、やっぱり自分の見方か ら近代化の比較、今
まではトルコは近代化をしたけれ ども、日本 もしたけれ ども、比較 したらどうい う相違点が
あるかというふうに見たんです。
60年代 に特に トルコで有名 になった本が、ちょっと難 しい名前ですが、 ドアン ・アヴジュ
オル(DoganAvcioglu)と いう人が、 もともと経済学者で言わば左翼の解釈か ら経済史の
問題意識 を持っている方で、その とき書いた本が3冊 の 「トルコの制度」。 日本語 に翻訳す
ると、英語で も翻訳するとおかしいのですが、彼の言いたいことは、 トルコの過去、 トルコ
の今 日とトルコの将来、 トルコの経済的な制度は何であるか、 これか ら何処 に行 くのか とい
う、 この本は大変印象深 くて、 トルコではその時期 ものす ごく人気 になった本ですから、あ
る意味で、 トルコのその時期 は誰 もが読んでそれを議論 して、本当にそうじゃないか という
ことを議論 したもので、そこのある部分が、日本 とトルコの比較です。
割合に今の トルコ人の日本観がその本から出ていると思います。アヴジュオルさんの経済
学の見方か ら解釈 している、もっとクリティカルな、批判性が多い日本 とトルコの近代化の
比較ですね。割合 こういう近代化の研究 は1つ か2つ 続けて、80年 代にはメフメット・トゥ
ルグ ト(MehmetTurgut)さ ん という方 は、同 じ観点から近代化の比較論 の本 を書 きまし
た。彼 は学者 じゃな くって政治家です。青年 トルコ人の時代から、政治家の日本に対する興
味 ということが続いているというふ うに言えるかも知れ ません。
メフメッ ト・トゥルグ トさん もアヴジュオルさんも政治的世界 の人たちでした。 トゥルグ
トさんは保守側で、アヴジュオルさんは社会民主主義党です。だか ら、割合に政治観 は違 う
けれ ども、2人 ともが 日本のことに感心して、 日本 とトルコの近代化を比較 して、 日本の近
代化の見習うべきところを発見しようとしたのです。今後 とも日本のことを大事 に勉強 しな
ければならないというその考 え方は続 くと思います。
政治観 とか世界観は変わっても、 日本 に関して トルコ人の関心は統一 しているんですね。
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私にとっては、イブラヒムさんとペルティブ大将の時代か ら、最後 の トゥルグ トさんとア
ヴジュオルさんの大臣の研究を全部含 めて考え、 トルコ人の一番代表的な日本観 は何だとい
うふ うに言ったら、3つ の点が言えると思います。一つは、いいことか悪いことか知 りませ
んが、 トルコ人は不思議に日本の文化 にはあまり興味がない ということが言える。これ はち
ょっとおかしい点です。割合に日本 とい うことに関心が持たれてからは、世界中の国民が最
初に気にした ことは、日本の文化の魅力的な特色、ユニークな特色ですね。 日本の文化の繊
細な特色、エレガンス とか言えるでしょうね。たとえば、イブラヒム もそれをもちろん意識
しているんですけれども、いつも1行 か2行 くらい。
「日本の文化は偉いです。本当にこの人たちは素敵な文化を持っているけれども、大事なこ
とは政治ですよ」 と。経済 と政治。イブラヒムのような トルコ人 は、文化の世界 とい うより
は、政治的な、経済的な社会のメンバーのひ とりとして日本を考 えているのです。ある意味
で トルコ人 は、 日本の文化の面での知識 はあまりなかったし、その点で ものすごく弱かった
と思いますが、かわ りに日本 とトルコを普遍的な歴史的な流れの中に入れたと思うのです。
日本のことを国際化 したんです。
トルコ人 は日本のことを全然ユニークと考えない。日本は日本だけで、ほかの国には学べ
ないとか、関係ない とか、そう考 えな くて、日本人 は我々 と割合 に同じ道の人たちだ と考 え
たわけです。あの人たちは賢 くて、このことはよ くや りましたとか、あのことはよくや りま
したとか、私 は比較 したら、経済的な面で これ をや りましょうか、あれをや りましょうと
か、そういうふ うに考えているんです。私 はどうもこれはちょっとおか しいと思う。 ともあ
れ、 こんなに深い価値 をもっている日本の文化を、ある意味で関係がな くて、政治 と経済の
観点だけから同じ世界 のメンバー、兄弟です というふうに考えているのは、 トルコ人の日本
観の一番重要な特色でしょう。
2番 目のもっと学問的な意味か ら批判すべ き特色 は、 トルコ人が 日本の文化 を 「和魂洋
才」 と考 えている点でしょう。戦前の 日本 の文化がそのまま守 られて、西洋から科学技術だ
けが輸入 されて、 日本人はちっとも西洋の文明 と関係なしに、近代化した。 こんな簡単な結
論ですね。それはもちろん全然 日本の歴史 と事実的な関係 もないし、日本の歴史はもっと複
雑ですよ。そんなに簡単に技術だけを輸入 して、パッと日本を近代化したというわけにいか
ないでしょう。やっぱりトルコ人の日本観 は、 日本が文化的に全然変わ らなかった、自分の
古い文化 を変えずに、直さずに、捨てずに、守った。それで技術だけを輸入 して近代化 して
いるというのは、ある意味でものすご く単純な話で、 もちろん歴史的にも正 しくない し、 日
本に関してちょっとシンプルすぎるイメージです。あんまり単純なイメージになって きてい
るんですか ら、私はそれを批判する義務 を自分で感じているんです。
このような単純 な見方は一つの危ない結論をもた らす と思います。 トルコのあるグループ
の考え方で も、前か ら長 くいままで続 けていると言えると思いますが、 日本が文化を変えず
近代化 したから、私たちもイスラム教 を復活 して、 トルコはまた憲法を捨てて、イスラムの
憲法に戻す ということになるわけです。 それは日本的になるということだというわけです。
何かわか りに くい論理なんですよ。イスラムと日本は関係ないし、 もちろん日本に宗教があ
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りますけれども、憲法 は別 に宗教的ではないのです。
どうしてそういうふ うに考 えているのか。今の日本 というイメージがないか らですね。実
は今でも残っているイメージは、 日露戦争のイメージです。 日露戦争から和魂洋才が トルコ
の新聞に入って、国民に広がったと思います。 トルコの人たちの頭には、日露戦争の日本が
そのまま続いている。第二次大戦 もない。第二次大戦 の後の新 しい憲法 もない。古いままの
日本 というイメージはある意味で危ない、ある意味で間違い というふうに言えると思いま
す。 これからの 日本研究 も、こういうトルコ人の日本イメージの中か ら脱出し、割合 に日本
に関して もっ と学問的ないろいろなイメージとか、いろいろな意見を教 えなければならない
と思います。
日本研究の ことに戻 して、 トルコで本格的な日本研究が始 まったのは、わずか10年 前か ら
なんです。 日本に関 してこうい う関心もあって、研究してお りましたけれ ども、大学で日本
のことが正式に勉強 されるようになったのは80年代です。最初 は、1985年 です。アンカラ大
学(AnkaraUniv.)の 文学部 に日本学科が設置され ました。中国学科の教授のプラ ト・オ
ツカン(PulatOtkan)さ ん と私 は協力して日本学科を整備 しました。 はじめて日本学科の
学生たちは、 トルコの全国国立大学入学試験から日本学を選んで入学 して きたのです。
私 は1年 だけアンカラ大学に任命 されて、プラトさんと一緒に教 えていました。私の後 は
日本人 の先生が 日本から来て、毎年新 しい先生が来るようにな りました。今年から交流基金
の専門的な先生 も、2、3年 ずっと滞在するように丸 この学科を教 える計画になったと聞 き
ました。 このアンカラ大学の日本学科は、最初 の草分けです。
2番 目は、中東技術大学(MiddleEastTechnicalUniversity)というところで、メテ ・
トゥンジョク(MeteTuncoku)先 生 という方が国際関係学科で 日本国際関係をずっと教 え
ていました。京大の博士のプログラムを修了した人ですが、日本の大学院を修了した社会学
の、多分最初の例だと思います。技術系の例 は結構いますが、社会学 と国際関係では トゥン
ジョクさんが最初だと思います。 トゥンジョクさんのもとで も日本語が教えられるようにな
ったのは去年からだと思います。
また、アンカラでは、人類学科の もとで、ボズクル ト・ギュヴェンチ(BozkurtG?enc)
先生が人類学科の科目としては日本の社会の研究、 日本社会の人類学の見方からの研究 を教
えているのです。ボズクル ト・ギュヴェンチ先生が10年 前に、 日本文化に関しての大変面白
い本を、 トル コ語で出版 しました。 これはだいぶ評価が高 くて、すごく人気のある本です。
日本文化の本 は、ある意味ではトルコの文化 と日本文化 を比較す るとい う面 もありますか
ら、結構オ リジナルなことです。
イスタンブールに戻れば、イスタンブールは私のいるところですけれども、ボスポラス大
学(ト ルコ語でボアジチ 〔Bogazi輅〕 と言いますが)で 、日本史 と日本文化 を教えているん
です。歴史学科の科目の中の一つ として教 えられています。歴史学科を卒業する学生たちの
義務教育ですから、ある意味で世界史の中のある部分 として日本の部分 を私がやっていると
いうことになっているのです。この4年 、ヨーロッパ史、東洋史、 また トルコ史を習ってい
る学生たちには重要な授業にするように頑張っているんです。
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2年 前に同じ学科では、大学の学生全体が取れる4年 の 日本語の講座が始 まったばか りで
す。私たちは運がよくて、 ものすごく素敵な先生を学科で雇 うことができました。マ リコ ・
エル ドアン(MarikoErdogan)と いう日本人の方なんですけれども、彼女 は日本語の先生
で、熱心にやっているんです。
今の ところ、10年 の問には、アンカラとイスタンブールでは、小 さいグループですけれど
も、 どん どん日本語 を勉強している日本学科の学生の人数が増えてきているので、これから
将来 は、 もっと学問的に進んで、日本研究の学者になれる人たちが出るのは、 もちろん私た
ちの祈 りですが、 このためには トルコでは図書館 も足 りないし、教材 も足 りない状態です。
国際交流基金はアンカラで も、イスタンブールで も援助 して くれて感謝 しています。私たち
の目的としては、一応卒業したら自分の専門を続 けるために、日本に行 きたい学生 に日本語
を4年 間教えるということです。 また、2番 目のもっと大事な目的 は、 このグループの中か
ら日本研究の学者になれる人たちを、また外国で、日本で、ほかの国でも日本の学者 になれ
るように教育させることですね。 これが、 これからの目的です。
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